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第４章 教材作りのためのプログラミング基礎① 

１ 演習２ 文字と画像の表示   

  文字と画像の表示（同じウインドウで表示）するアプリケーションを作成します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ コントロールを配置とプロパティの設定 

（１） スタートページで［新しいプロジェクト］をクリックし，「新しいプロジェクト」のダイアログウインドウ 

を表示させる 

 

（２） ［Windowsフォームアプリケーション］を選択しプロジェクト名を入力する 

【設定】 文字と画像の表示 

  

（３） フォームウインドウの［Form１］をクリックする 

  

ここでは，ボタンをクリックすることで

文字や画像を表示させたり消去させるプロ

グラムを作成します。 
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（４） 「プロパティ」ウインドウで、「Form1」のサイズと名前を設定する 

    【設定】   Text 文字と画像の表示  Size 500,300  

 

（５）「ツールボックス」から［Button］をクリック（ドラッグ＆ドロップでも可）しボタンを配置する 

    Button1  ， Button2  ， Button3  ， Button4   の４つのボタンを作成する 

 

● ツールボックスの文字の上にマウスポイントを合わせると、ツールボックスウインドウが 

表示されます。 

●   をクリックしピン止め（固定表示）することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自動的に隠す＞                  ＜固定表示＞ 

 

（６）それぞれのボタンの「プロパティ」ウインドウで名前とサイズを設定する 

   【設定】   

 Button1  ・・・ Text 文字の表示  Size 120,25   

    Button2  ・・・ Text 画像の表示  Size 120,25   

 Button3  ・・・ Text クリア    Size 120,25 

 Button4  ・・・ Text 終了     Size 120,25 

    

●ボタンの整列の仕方 

①それぞれのボタンをドラッグしながら移動する ※ガイドがでる  

②すべてのボタンを選択（ドラッグし囲む）し、［書式］タブ⇒［整列］⇒［ ？ ］で行う 
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（７）ツールボックスから［Label］を選択して配置し、プロパティウインドウで次のように設定する 

【設定】   Label11  ・・・ Text アゲハチョウ  Font 14  

 

（８）ツールボックスから［PictureBox］を選択して配置し、プロパテイウィンドウで次のように設定する 

【設定】   PictureBox1  ・・・ Size 200,150  

 

   ※画像を挿入し枠におさめるための操作 

    ①プロパティウインドウの Image を選択し，右端のボタンをクリックする 

    ②リソースの選択のダイアログボックスが表示されたら「インポート」をクリックする 

    ③ファイル選択のダイアログボックスから、「アゲハチョウ.jpg」を選択する 「OK」をクリック。 

    ④プロパティウインドウのSizeMode を「StretchImage」にする 

 

これで，アゲハチョウの画像がピクチャーボックスの大きさに合わせて表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ プログラムの記述 

（１）フォームをダブルクリックして次のコードを入力する 

    Label1.Visible = False 

PictureBox1.Visible = False 

 

（２）Button1「文字の表示」をダブルクリックして次のコードを入力する 

    Label1.Visible = True 

 

（３）Button2「画像の表示」をダブルクリックして次のコードを入力する 

    PictureBox1.Visible = True 

 

（４）Button3「クリア」をダブルクリックして次のコードを入力する 

    Label1.Visible = False 

PictureBox1.Visible = False 

 

（５）Button4（終了）をダブルクリックして次のコードを入力する 

 Me.Close() 
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■ デバッグ 

コードを入力し終えたら、開始ボタン   を押して動作確認する 

■ 保存 

   すべてを保存 を   クリックして、ソリューションを保存する 

 

【作成されたプログラム】 

 

Public Class Form1 

 

    Private Sub Form1_Load(sender As System.Object, e As System.EventArgs) Handles MyBase.Load 

        Label1.Visible = False 

        PictureBox1.Visible = False 

    End Sub 

 

    Private Sub Button1_Click(sender As System.Object, e As System.EventArgs) Handles Button1.Click 

        Label1.Visible = True 

    End Sub 

 

    Private Sub Button2_Click(sender As System.Object, e As System.EventArgs) Handles Button2.Click 

        PictureBox1.Visible = True 

    End Sub 

 

    Private Sub Button3_Click(sender As System.Object, e As System.EventArgs) Handles Button3.Click 

        Label1.Visible = False 

        PictureBox1.Visible = False 

    End Sub 

 

    Private Sub Button4_Click(sender As System.Object, e As System.EventArgs) Handles Button4.Click 

        Me.Close() 

    End Sub 
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